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－ あたたかい気持ちで自然に遊べるインタラクティブ作品を －
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あらまし  あたたかいかい気持ちで自然に楽しめるインタラクティブな作品を作ろうと考えた．良い天気の日に，はっと嬉しくなるような気持ちを持てる，夢のあるものにしたいとも思った．本作品はUSBカメラを用いて人及び背景を撮り，手などを動かすことによってこぼれ出る「光」と「雫」を，地面に芽を出している植物に落とす．そうすることによって育っていき，やがて花が咲くというものである．植物の成長にいくつかの段階と花に複数の色を設け，条件によって変わるようになっている．このような作品は，小さい子やパソコンの操作が苦手と言う人でも比較的容易に楽しめるのではないかと思う．
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Abstract  This paper is written about the interactive art work which can make people warmhearted. People and background images are taken by a USB-camera. Photon and water drop from waving hands. The plants grow to bloom by the photon and the water. Plants' growth model has some variations. Colors of flowers are different according to the amount of photon and water the plants got. Children and persons who is unfamiliar with operation of a personal computer could also enjoy themselves comparatively easily.
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1．はじめに
　本作品は，あたたかい気持ちで自然に楽しめることを目指したインタラクティブなアート作品である．

　作品を作るに当たって，きれいなものよりも暖かい雰囲気のものを，小さくても夢のあるようなものを作りたいと思った．そして，絵本や物語の一部分のようなものを，と考えたのが本作品である．小さい子がうきうきするようなもので，少し身近なことを取り入れて作れたなら，パソコンの操作が苦手な人でも，本当に小さな子でも自然に受け入れて遊べるのではないだろうかとも思う．

　植物は太陽の光と水をもらって，すくすく育つ．水があって植物があったら，多くの人は植物に水をあげたくなる．考えなくてもあげようと思う．自然なことである．詳しい説明がなくても楽しむことができるのではないかと考えた．水も雨や土の湿り気などから本来はもらうものだが，人が水遣りをすることはよくあるだろう．一方，太陽の光は人が与えるものではない．けれど，考えてみると，太陽からはたくさんのものをもらう．太陽からもらった元気やあたたかさを小さな光に例え，その光で芽が育つ．太陽のように身近にあるのも関わらず気づきにくい，そういった暖かなものに気づけたらという願いも込めている．子どもにとっては，新しい小さな遊び場のようであり，大人にとっては小さい頃のうきうきした気持ちを思い出せる，やってみた人が魔法使いや妖精になったような気分で自然に楽しむことのできる作品を目指した．

2．作品の内容

2.1．大まかな流れ

まずUSBカメラで映すことによって画像を入力し，それが画面上に現れる．その中で手などを動かすと，「光」と「雫」が動かした場所から出てくる．動くものの境界線を見つけ，そこから「光」と「雫」がこぼれるのである．それらを上手く画面の下（地面）に出ている芽の上に落とすことができると育っていく．そして花が咲くというもの．

今回，LINUXで制作しているが，画像の表示等にはGTK＋を使用し，主にC言語を使用している．

2.2．「光」と「雫」で成長する

落ちる2種類のものは，画面の半分より上で動かすと「光」が落ち，画面の半分より下で動かすと「雫」が落ちる．「光」の場合は光が植物の葉などに触れること，「雫」の場合は雫が地面に落ちることで植物は芽から成長していく．植物の成長は数段階に分けており，ある一定値以上の「雫」と「光」を得ることができると，次の段階に成長する．そのとき，その段階ごとに用意した画像が表示されるのだが，簡単なアニメーションになっている．「雫」が生きる源だとすると，「光」は栄養のようなものである．花の色も数パターンあるのだが，「光」の量が多いか少ないかで変わってくる．

また，動きは「光」の方がゆっくりである．「雫」を植物にかけることよりも，「光」を落とす方が時間がかかるため，主には「雫」が落ちて成長していく．成長しきるまでに，植物の花の色を変える「光」をたくさん落とすのは難しいが，それが楽しむ要素になることを願う．

図1は，本作品で遊ぶ際に画面上に表示される状態をイメージ図として示したものである．

2.3．上から降って下から伸びる

SIGGRAPHのArt Galleyにおいて，1999年に『Text Rain』，2002年に『Shadow Garden』が発表された．いずれも上から下へと何かが降るという点で共通しているが，本作品では上から下へ降ったものに反応して，さらに下から上へ向かうという要素も取り入れている．人の動きで「光」と「雫」が上から下へと降り，それを受けて植物が下から上へと成長する．

上へ上へと少しずつ大きくなる芽を見ていると，自分までいきいきと前を向いているような，向きたくなるような気持ちになることもあるのではないだろうか．また，そういう作品でありたいと思う．上から下へと降るものも，激しくも強くもなく穏やかに降るのなら，目を瞑って受けていたくなることがある．人にとっても植物にとっても嬉しいものなのではないかと思うのである．

3．まとめ・今後の課題

実際に遊んだ人が成長する芽のように上へ伸びて行けることを，そしてそれぞれの花を咲かせられるよう願う．そして，今後も少しでも暖かな気持ちになれるような作品になるよう，工夫をしていきたい．

工夫として付け足せる要素は，いくつか考えられる．例えば，今回は「光」の量によって花の色は変わるが，途中何事もなく育つ。そこで，ある一定時間水を上げなかったり，光を受けさせすぎてしまったりした場合に，色があせたり，しおれたりすることを盛りこむことは可能である．小さな子にどうやって植物が育っていくのか，どうすると枯れてしまうのかというようなことを自然と伝えることもでき，遊び場づくりという意味の応用も考えられる．けれど，表現方法によっては，自然に気軽に夢を持って遊ぶという点では適当ではない可能性もあるので，方向性を考えてから工夫していく必要がある．

また，今回はできなかったのだが，花が咲いて終わるというのではなく，実がなり種を作り，その種からまた芽が出るという繰り返しの案も考えていた．前述のように，そうすることが適当かどうかを考える必要はあるが，花が咲くまでとなった本作品と比較しながら挑戦したい．
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